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が方法"；"琴､ ○黎ら
小円板をいぬく動作を

平行力の合成で示す。
欠けなし

（面積比より重さ
（重さをwとする
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智見！小鬱
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俲の作用
点！！！
蘞：'讌：

齧：：：簽した？？
から小円板のYをひいたときの

逆向きの力なので 力の逆化に外分した点がKGとなる。
③ ： E = 10：KG

⇒ 3KG= E

.'.KG=I, OI上で○の左にIの点

※ 合成後のモーメントが、合成前と同じになることから邂説の縫越を考える.点Gのまわり
のモーメントで考えて

（合成 （合成後）
_ w . K a t Yo(Et） = 0（反時計回りを正）
T KG= J r
た弘 ｢点 点○のまわりで考えた方が楽だろ
う



III（1）続き
（方法 くりぬかれた円板（t、重心Ka）と小円板（Y）を合体

させると、欠けなしの円板（W.重心0）になる. と考える

､
._くーった※ぼ､
欅｣､ 円板をはめる

もん（くりぬかれた円板）

この2力を合成したとき、作用点がOになるのである.

同じ向きなので力の逆化に内分する点が作用点なので

・

"

§"寺黒澤
博｡ 'ば小円板をは
める.

① ： 3 0 = K a i E
⇒ 3KG=E

K G =，、上

* 0で支えたとき、モーメントの和が0になると考えてもよい、

T E = t . s c a
Koiも、，_



1週続き
（2 重さTの小円板をはめるということである.

.鵊一品が はめこむ
円板TW

（くりぬかれた円

上図の2力を合成した作用点が新たな重心となる.

Bl"

"

'景龗たが！
擿む円板
（くりぬかれた円

力の逆比に内分する点なので
o ）にも t I）× i

= f
KGはok-Eなので
KG= f- J
.：DCG=上、， （T上を〇より右もの



1@2）続き
* （解説の立
モーメントが合成後も同じになることから、
2力を合成してみる。

G'（合力の作用
1騭.tv､ はめこ
む円板TW
（くりぬかれた円

点、G'のまわりのモーメントを考えると

（合成 （合成
がかな）+（一剕（E-KG） 0

（反時計を

⇒ YE+3がなーTi ta '=0
⇒ t h i = Y r

： .xi法
（点oのまわりで考えた方が計算は楽だろう）


